
ツイッター 

 

 

  
 

 窓口の隣りにあ
る売店『葵屋』で
は、小石川後楽園
のオリジナル商品
も好評販売中！ 
 ぜひ、一度ご覧
くださいね。 

平成３０年 
７月１５日 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

暑中お見舞い申し上げます！ 

11月１８日(金 

 

第８７号 

●集会施設『涵徳亭』は、平成 31 年 3 月末までの予定

で建物内の改修工事を行います。お貸出の再開時期などは

決まり次第、ご案内をいたします。 

 みなさまには、大変ご不便をおかけいたしますが、ご理

解とご協力をお願いいたします。 

 

『小廬山』を観察しよう！其の弐 

 小廬山(しょうろざん) 

の景観を美しく保つため 

５月中旬、３年ぶりにオ 

カメザサを地際から刈取 

る作業が行われました。 

 この美しい形を形成し 

ているオカメザサ(阿亀 

笹)は“ササ”とつきます 

が、新芽の時に皮がすぐに剥がれるため、植物学上はタケ

(竹)の仲間に分類されます。 

 酉の市で、これにおかめ(阿亀、またはお多福)の面を吊

り下げて売ったことから、この名がついたといわれていま

す。また、ブンゴザサ(豊後笹)、ゴマイザサ(五枚笹)とも呼

ばれます。 

 刈取り直後は、土の色がはっきりと見えていた小廬山で

すが、今年はオカメザサの成長も早く、６月の終わりには

下の写真のように、淡い緑に覆われて、本来に近い姿にな

りました。 

 そして現在、蓮池を優しく守るような、美しい緑の緩や

かな斜面に戻りつつある小廬山です。 

 

《５月中旬、作業中の様子》 

小石川後楽園で涼を味わう夏・その弐 

 《６月終わりの様子》 

 

 例年にない早さで梅雨が明けたといわれる東京、暑い

夏になりそうですので、みなさま、体調に気を付けてお

過ごしください。 

 さて、暑い季節にご来園くださるみなさまに、少しで

も涼しい気分を味わっていただけるように、紙の風鈴、

大小形も様々なくす玉など、今年も窓口前に夏を楽しめ

る飾りつけをしました。風が吹くと涼し気に鳴る本物の

風鈴の音と共に、ゆらゆら揺れる紙の風鈴の競演も、ぜ

ひ、ご覧ください。 

 また、都立９庭園では、暑い日差しを遮り、夏の庭園

散策をお楽しみいただけるよう、７月１４日(土)～９月

１７日(月・祝)の期間、「和傘で庭園めぐり」と題して

和傘(日傘)の貸し出し(晴天時のみ)をいたします。庭園ご

とにデザインも異なりますので、記念撮影にもご利用く

ださい。 

 高温になる季節、飲み物、帽子や日傘、タオルやハン

カチなどもご用意の上、ご来園をお願いいたします。 

庭園ボランティアガイドのお知らせ 

 「庭園のことがよくわかる！」と、みなさまにご好評

をいただいている庭園ボランティアガイド(無料、毎週

土・日・月曜日、祝日の 11 時、14 時に開催。英語は毎

週土曜日の 10 時、13 時に開催。それぞれ雨天中止)です

が、7 月は高温が予想されるため、午後の回を中止にする

場合がございます。お楽しみにご来園されるみなさまには

本当に申し訳ございませんが、ご理解とご協力をお願いい

たします。 

 また、８月は下記の日程の午前中のみ、開催いたします

ので、ご確認の上、ご参加をお願いいたします。 

《８月定例ガイド》 

８月４日(土)・５日(日)・６日(月)・２５日(土)・２６日(日) 

・２７日(月) １１時～ ※雨天中止 

《８月英語ガイド》 

８月４日(土)・２５日(土) １０時～ ※雨天中止 

 
 

 気温の高い季節ですが、樹木や水辺の多い園内は、

「わ～っ、涼しいね！」と感じていただける場所もた

くさんあります。そこで今回は“愛宕坂(あたござか)”

周辺をご案内します。 

 京都・愛宕山の坂を 

模した“愛宕坂”(右 

写真)は、とても急な 

47 段の石段です。 

 立ち入ることはでき 

ませんが、足元にご注 

意の上、ご覧ください。 

 この“愛宕坂”に向かって左側の園路を登ると“八

卦堂跡(はっけどうあと)”があります。八卦堂はかつ

て、中国で学問の神様といわれる文昌星の像を安置し

ていました。この像は、水戸藩二代藩主の光圀が７歳

の時、将軍家光に謁見した際に賜ったものです。 

 のちに光圀は学問を好むようになり、八卦堂を造り

その像を安置したと伝わります。残念ながら、八卦堂

は関東大震災で焼失してしまいました。 

              左の写真は、八卦堂跡    

             から、神田上水跡の流れ 

             を見下ろしたものです。 

              頭上を大きな木々の枝 

             に覆われた八卦堂跡は、 

             神田上水跡の水面から吹 

             き上げてくる風が心地の

良い場所です。 

 光圀も涼しさを感じたかもしれない場所、そんな場

所で夏の風を楽しんでみませんか？ 

 

 


